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THE EFFECT OF ORGANIC ACII）S ON THE DECOMPOSITION OF CYST7NE  

H；romi；tu Osada amd ChujiOkaya   

The presentJ）ilPerdealswith the effcct of organicacids，－Which baby clam contair）S，－On  

lhe decompo5ition of cystine with specia】referellCe tO【he chemicalmechanism．   

The results obtained were as follows：  

1The dccomposition of cystine was not exccssivelyeffec【cd by the propionicacid；mmed－   

iateJyilfter production．but was fairly effected t）yiL：lfter storage for7【lays at55OC．  

2 The decornposilioT）Of cystine was fairly erfecred bylhe acetic ncid．  

3 Tlle deeompositioIIOf cystine wLLS nOt eXCCSSively effcctcd by thc pyruv；c acid．  

4 The decomposit；oh of cystine was not excessively effected by the suecinic acid；mmedi－  

ately after production，hut was fairly effected byit aftcr storage for7days a［550C．  

5 The decomposition of cystine was not exeessivelyeffected hy【helactic acidimmediate   

ly after production．but was fairly effected byitafter storage for7days at550C．  

6 The decomposition of cysthe was fairly effected bylhe malic acid．  

7 The decomposition of cystine was fair）y effected by Llle Citric；lCi（1．   

】   
シスナンが加熱こより分解する時，稀々の閃子が関与すると考えられる．小暗等ほ糖類が存在し  

ているとシステンの分解が促進されることを証明している．  
2ノ   

著者は先にシスチンの分解に及ぼす糖，無機リン，pHの影響について調べたので今回は更にア  

サリ内申iこかなり多量含有している有機酸頸が加熱の際にシスナンの分解にどのような影響を及ぼ  

すかiこついて実袈を行なったのでその結果を以下に報督する．  

1．実験方法ならびに結果   

1．1 生および缶詰アサリ肉の有機酸童について  

1．1．1試料：市販アサリ（9月伊勢湾産）殻巾約3×4cl11のものを鼓をこじあけムキ身を調製し生  

の実験材料とした．アサリ水煮缶詰は市販アサリを十分水洗してから95ロノー100ごC7分間煮  

沸してムキ身をとり，このムキ身210gをC－エナメル険装缶に詰め，水100mgを加え真空  
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巻締し，15ポンド100分加熱殺菌，急冷して作製したものを実験材料とした．  

1．1．2有機酸の竜景  

試料100gをホモジナイズし，70％エチルアルコール1ノクを加え硫酸でpH2．0に調整し，約  

2時間漠押してから炉過した．残漬ほ更に抽出をくり返し，抽出後，炉液を合せてカセイソ  

ーダ「でpH8．0に調暫し，約】00mノまで40〇Cの下に絨托濃縮し，濃縮液を硫酸でpH2．0に  

瀾整してから，ソックスレーの液体抽出掛こてエーテルで120時間連続抽出を行い，抽出液  

3一・4ン   をBulen等の方法によ－Jて有機酸を分離定量した．なこお乳酸の定量は，Su－Ⅵ∫nerSOn等の方  
法によった．結果は次のFigl，Tablelに示した如くであり，生アサリの有機酸はプロピ  

オン酸，酢酸，ピルビン酸．コハク嵐 乳酸，ピログルタミン酪 シュー酸，リンゴ酸，ク  

エン酸．7マール酸であー二jた．叉缶詰にLたアサリの有機酸はプロピオン酸，酔酪 ピルビ  

ン隠 コハク酸，乳酸，シュー酸，リンゴ酸．フマール頼であった．   

rrablel．Organk acids contelltin baby cIam and eanned bab）・Clam（rng per centin wet matter）  

C  

憲‾摩畔悪・S豊⊂慧亡ご憲1慧で…；㌘モ‡て㌘  
竺竺竺竺竺m竺LL 

＿ 
Canned baby  
clamI11eat  
Canned baby  
clalllrlし1id  

Canned baby  
Ctam  

4・0   ヰ・0 53・4 2・5－   0・82・0ト ‾   75・8  

0．6  1，6  6．4 0．5  －  0．2 ダL4  

1．5 2．8  2．6  31．7  1．6   －   0．41．O 0．1  76．5  

l．2 シスチン′の加熱分解に及ぼす有機酸の  

膨響  

アサリの有機酸，シスチン，システイ  

ソ含量をもとにして次の襲鞍を行な・〕  

■－  ／ヽ●－  

シスチン10（），200，1000mg％の各々  

にプロピオン酸0．5．10，50，100n－g  

の名々を加えラっカー塗装卸こそれそ  

れ詰め，真空巻押してから15ポンド，  

】00分間加熱後，急冷して作製した缶  

詰について製造直後，55むC 7日間保  
5ヽ  

存後の生成硫化水素畳をAlnly法に従  

一〕て測定した．  

同様に酔摩，ピルビン7艶 コハク酪．  

乳酸，リンゴ戸乱クエン酸iこついて行  

なった．その結果は次の蓑の如くであ  

1」ナニ．   

ヾ
〇
d
 
呈
】
、
U
 
 

ヾ
ヘ
リ
d
 
リ
、
、
■
貞
 
 

Fig．1The partition chromatogram of organic  

acidsin raヽV baby⊂lam  
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Fig．2 The partition ehromatogram of organi⊂   Fig．3’1、hc partition chromatogram of organi⊂  

acjdesiLlthe meat of canned baby clam  a⊂idsin the fluid o（canned baby亡1am  

Tal）［eII．The effect of propioni⊂aCid on the（1ccompos旧on of⊂ySt；ne  

Blackening  amou11t Of hy（1r－arnount of hydr－  
ogensulfideim，－0genSu）fide afト  

pH mediately arter er s10rage for  
Propion；c   

a亡id  

（lれg％）  

Cystine  
immediatelyafter  

produ⊂一拍n  

7da〉rS at55〇C   

（mg％）  

produ⊂tion  

（mg％）   

5．4三i  O．039  

4．08J O．ひ164  

3．90 o．0684  

皿
1
。
。
慧
刷
 
 

′
し
’
 
 

0・1832  no〔l－ange  

O．0896  〝  

0■188ヰ   T S】｝OtS On10pビn（1  

0．．用20  〝  

0．39恥  〝   

0．2680  nO dlang亡  

（
U
 
－
∂
 
0
 
（
U
 
O
 
 
 
 
 
 
 
l
 
こ
J
 
（
U
 
 

l
 
 

0，067i≧  

0．0788  

3．58 0．0628  
3・40  0・0520  

5．45  0．0348  

200  0  

董≒ミニ三…  

spoIS On【Op e】1d   

no cI】ange  

〟  

〝  

0．2992  

0．1976  

0．ヰ948  

0．4132   

0．0（〉07  ユ，000 0  

ユ，000  こ〉  

1，0001 10  

；：3器jl器  

0．4656  spots on tOp e11（】  0．0736  

0．0536  

0．0852  

0．0696  

シスチソ100喝％の場合は，プロビオン転畏の増加とともに生成敬化水素景ほ増加lしていたが，他はあまり変ら  

たかっ．ユこ，55Ccに匪存したものはいずれも増加の煩向があり，製造直後のものよりもかなり多くなっていた．  
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Table二肛・Theeffe⊂tOfacetica⊂；donthedecompositionofcystine  

O5ノ15」  0．0392   
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0．02飢  
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シスチソの蚤に開膵なく生成硫化水素は酢商量の増加にしたがって増加しており，また550cに保存したもの  
も同様に増加しており．製造直後のものよりもかなり多くなっていた．  

Tab］eⅣ・The effect of pyruvic acid on the decomposition o（cystine  

システン，ピルビン酸量増加による生抜硫化水菜量の増加は，あまりなかった机  シスチン10001噂％のものには  

わずかに増加の蛭向がみられた．また550cに保存したものは，製造直後のものに比べてあまり変わらなかった．  
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Tablelr．T】ュe e††ect o†su⊂Cinic acid on the decomposit；on o†⊂yStine  
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シスチソ1000喝％のもので【も コハク穀罷が増加するにしたがって生血硫化水素は増加していたカ㍉ そか以外  

のものはあまり射ヒがなかった．550c併存のものほ．製造産経のものよりも生鮮綻化水菜は大分増加Lていた．  

TableⅥ．The e（（e⊂t Oflacti⊂a⊂ide on the decomposi【ioI】0（eys【iE7e  
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・ ．一千三三  二三：＿言‥∴＿き 
システン，乳巌の長的変lヒに対する生乳硫化水素㍍をこの変動はみらわ吉かった．550c隙件のも¢に，おのおの  

の宗こに開拓なく増加してぃた．  
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Tablel恥 Tbeerfectof malica亡はon一九ede⊂On．pOSitionof⊂yStine  

γスチソ，リンゴ酸最の増加とともに生成硫化氷菓量は増加していた机550ciこ保存Lてもあまり変化は  
なかった．  

TableⅧ．The ef（ecL Or Citr；亡aCi（lonlhe decomposition of cystine  
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Side seam  

システン．クエン酸是の増加にしたがって生払硫化水素量は増加していた．又550c保存のものは製造直後の  
ものよりもかなり増加していた．  
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2．要  約  

アサリの有機酸をシリカゲルを用いたカラムクロマトグラフィー法によって分離定量した結果  

Tablelに示した如く，生アサリにはプロピオシ酸24．4rng％，酢酸33．Omg％，ビルビン酸103・8  

mg％，コハク酸147．5mg％，乳酸4．2nlg％，ビログルタミン髄14．21叩％，シ1一転59・4mg％ナ  
リソゴ酸32．8mg％，クエン酸2．1mg％のそれぞれを含んでした．叉缶詰にしたアサリはプロピ  

オソ酸1．3mg％，酢酸2．4mg％，ビルビン酸2．6mg％，コハク酸31．6mg％，乳酸1・6mg％，  

リンゴ酸1．lⅡlg％，クエソ穀0．ll¶g％，シュー酸0．4mg％のそれぞれを含んでいた．   

鮮度に関係がある乳酸の量はごくわずかであり，缶詰にした場合，各有機酸は非常に減量してい  

た．  

アサリの有横酪 シスチン′，システイン含量をもとiこ行たりた右横酸のシスチン分解に及ぼす影響  

の終乳 システン，有横穀の農と生成硫化水素呈との間に最も相関のあったものは酢酸であり，鮮  

度に閑孫がある乳酪あるいほアサリに最も多く含まれているコハク酸に於ては殆人どその相関は  

みられなかった．   

また，550C7日間保存すると，各有機転とも生硬硫化水素量を増加きせる儀向があった．すな  

わち，各有機酸はじょじ上にシステンを分解していくものと考える．   

しかも前報で述べた糖，無機リン，pHの影響よりはるかに大きく膨警を及ばし，生成硫化水素  

は後者のそれよりも3～10陪見でありた．以上の如く有機酸も．アサリ水草缶詰の票変に園与して  

いるものと考える．  
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